
　

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
は
、
歳
入

２
７
７
億
４
０
０
万
円
、
歳
出
２
６
７

億
５
０
０
万
円
で
、
差
引
額
が
９
億
９

０
０
万
円
で
し
た
。
平
成
30
年
度
に
繰

り
越
し
た
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
財

源
を
除
い
た
実
質
収
支
は
７
億
８
，４

０
０
万
円
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

一
般
会
計

　

市
の
会
計
は
、一
般
会
計
・
特
別
会

計
・
企
業
会
計
の
３
種
類
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

　

各
会
計
の
平
成
29
年
度
の
決
算
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

決
算
概
要
報
告

決
算
概
要
報
告

平
成
29
年
度

平
成
29
年
度

　

平
成
29
年
度
は
、
新
塩
竈
市
魚
市
場

の
全
面
供
用
開
始
や
、
今
年
７
月
の
津

波
防
災
セ
ン
タ
ー
の
展
示
施
設
オ
ー
プ

ン
な
ど
、
復
興
達
成
の
総
仕
上
げ
に
向

け
た
「
復
興
実
り
の
年
」
と
し
て
、
復

旧
・
復
興
事
業
が
大
き
く
進
展
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の

対
象
年
齢
を
高
校
３
年
生
ま
で
拡
大
し

た
ほ
か
、
塩
竈
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
事

業
や
小
中
一
貫
教
育
推
進
事
業
の
本
格

実
施
な
ど
、
第
５
次
塩
竈
市
長
期
総
合

計
画
と
塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
を
両
輪

と
し
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。酒

え
も
ん

大
型
復
旧
・
復
興
事
業
の
完
了

―

歳
入

　

歳
入
決
算
額
は
、
２
７
７
億
４
０
０

万
円
で
前
年
度
よ
り
１
２
３
億
２
０
０

万
円
の
減
で
し
た
。
主
な
内
容
は
、
災

害
公
営
住
宅
整
備
事
業
で
全
戸
完
成
を

迎
え
る
な
ど
の
大
型
復
旧
・
復
興
事
業

の
進
ち
ょ
く
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
財

源
と
な
る
繰
入
金
が
92
億
６
，４
０
０

万
円
の
減
、
市
債
が
９
億
５
，９
０
０

万
円
の
減
で
し
た
。

　

一
方
、
市
税
で
は
、
震
災
減
免
の
縮

小
な
ど
に
よ
り
、
１
，４
０
０
万
円
増

の
58
億
２
，２
０
０
万
円
で
し
た
。
し

か
し
、
市
税
は
未
だ
震
災
前
の
水
準

に
は
達
し
て
お
ら
ず
、
国
庫
支
出
金
や

地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
に
頼
る

状
況
に
あ
る
た
め
、
今
後
も
、
市
税
を

は
じ
め
と
し
た
自
主
財
源
の
さ
ら
な
る

確
保
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

―

歳
出

　

歳
出
決
算
額
は
、
２
６
７
億
５
０
０

万
円
で
前
年
度
よ
り
１
１
２
億
４
，６

０
０
万
円
の
減
で
し
た
。
主
な
内
容
は
、

災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
で
昨
年
度

に
全
戸
完
成
を
迎
え
た
こ
と
に
よ
り
81

億
６
，９
０
０
万
円
の
減
、
大
型
の
復

興
事
業
が
完
了
し
、
東
日
本
大
震
災

復
興
交
付
金
積
立
金
で
９
億
８
，２
０

０
万
円
の
減
と
な
り
、
復
興
へ
の
総
仕

上
げ
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

決
算
と
な
り
ま
し
た
。

277億400万円
前年比123億200万円（30.8％）減歳入267億500万円

前年比112億4,600万円（29.6％）減歳出
一般会計の決算

自主財源
［市　税］市民税や固定資産税など市に納められた税金
［諸収入］貸付金の返済など
［繰入金］東日本大震災復興交付金基金からの繰入など
［繰越金］前年度からの繰越金
［そのほか］使用料や手数料など
依存財源
［国県支出金］国・県が必要と認めた事業に対し配分されるお金
［地方交付税］人口や税収などに応じて国から配分されるお金
［市　債］施設を造るときなどに借りるお金
［そのほか］国から交付される譲与税など

［民生費］高齢者福祉や子育て支援、生活保護など福祉事
業の経費

［土木費］住宅施設や道路整備などの経費
［農林水産業費］農業や水産業振興などの経費
［総務費］市税、行革など行政の総合的な運営にかかる経費
［公債費］借りたお金や利子の返済の経費
［教育費］学校教育や生涯学習の経費
［災害復旧費］道路や漁港などの復旧の経費
［そのほか］防災、商工振興、保健などの経費

国県支出金
59億5,900万円（21.6%）
国県支出金
59億5,900万円（21.6%）

地方交付税
65億9,300万円
　　　（23.8%）

地方交付税
65億9,300万円
　　　（23.8%）

市債
14億7,700万円（5.3%）
市債
14億7,700万円（5.3%）

そのほか
12億400万円（4.3%）
そのほか
12億400万円（4.3%）

そのほか
7億200万円（2.5%）
そのほか
7億200万円（2.5%）

諸収入
9億9,900万円（3.6%）
諸収入
9億9,900万円（3.6%）

市税
58億2,200万円（21.0%）
市税
58億2,200万円（21.0%）

繰越金
16億5,000万円（6.0%）
繰越金
16億5,000万円（6.0%）

繰入金
32億9,800万円（11.9%）
繰入金
32億9,800万円（11.9%）

土木費
44億6,800万円
           （16.7%）

土木費
44億6,800万円
           （16.7%）

民生費
74億200万円
        （27.7%）

民生費
74億200万円
        （27.7%）

総務費
31億6,400万円
（11.9%）

総務費
31億6,400万円
（11.9%）

教育費
16億100万円（6.0%）
教育費
16億100万円（6.0%）

公債費
26億2,800万円（9.8%）
公債費
26億2,800万円（9.8%）

そのほか
35億5,600万円（13.4%）
そのほか
35億5,600万円（13.4%）

災害復旧費
2億2,300万円（0.8%）
災害復旧費
2億2,300万円（0.8%）

農林水産業費
36億6,300万円（13.7%）
農林水産業費
36億6,300万円（13.7%）

歳出

特 集

歳入

広報しおがま2018年11月号 ❷



一
般
会
計
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

財
政
課
財
政
係
☎
３
５
５
ー
５
８
１
４

　

歳
入
に
あ
る「
市
債
」っ
て
何
な

の
？

　

市
が
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
入
れ

し
た
借
金
よ
。
主
に
公
共
施
設
の

建
設
や
老
朽
化
対
策
の
財
源
と
し

て
借
入
し
た
の
。
災
害
公
営
住
宅

整
備
事
業
が
大
き
く
減
少
し
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
昨
年
度
か
ら
９
億

5
，9
0
0
万
円
少
な
い
金
額
に

な
っ
て
い
る
わ
。

　

そ
う
な
ん
だ
。
あ
く
ま
で
も
借

金
だ
か
ら
、
金
額
は
少
な
い
方
が

い
い
ん
だ
ね
。

　

そ
う
ね
。
将
来
の
返
済
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
て
借
り
な
く
て
は
な

ら
な
い
わ
ね
。
ち
な
み
に
返
済
額

に
対
し
て
国
か
ら
地
方
交
付
税
が

配
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
の
よ
。

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
た

防
災
事
業
の
た
め
の
借
り
入
れ
も
、

返
済
額
に
応
じ
て
配
ら
れ
る
の
。

市
で
は
、
な
る
べ
く
地
方
交
付
税

の
措
置
が
あ
る
市
債
の
発
行
に
努

め
て
い
る
の
よ
。

塩
子
と
釜
男
も
気
に
な
る

　
　
　
　「
市
債
」の
は
な
し

平成29年度の主な事業
ふるさとしおがま復興基金積立金
東日本大震災復興交付金基金積立金
児童手当事業
子ども医療費助成事業
藤倉児童館および放課後児童クラブ指定管理運営事業
高度衛生管理型荷さばき所整備事業
野々島地区漁業集落防災機能強化事業
桂島地区漁業集落防災機能強化事業
港町地区津波復興拠点整備事業
海岸通地区震災復興市街地再開発事業
新浜町杉の下線道路事業
小学校長寿命化改良事業
小中学校施設整備事業
漁港施設災害復旧費
割増商品券事業
みなと塩竈・ゆめ博開催事業
塩竈市観光振興ビジョン策定事業

5億6,900万円
1億8,100万円
7億3,400万円
1億5,300万円
1億2,600万円
26億1,800万円
2億8,200万円
1億2,900万円
4億6,600万円
2億8,300万円
1億7,600万円
7,800万円
4,600万円

2億2,300万円
4,500万円
2,000万円
1,900万円

総　務　費

民　生　費

農林水産業費

土　木　費

教　育　費

災害復旧費

そ の ほ か

▲高度衛生管理型の新塩竈市魚市場には、
　塩竈市の水産業を学べる展示室も完成

※1：財政健全化計画を立て、自主的な改善努力が必要となる基準
※2：財政再生計画を立て、国の関与を受け確実な再生が必要となる基準

黒字

黒字

9.6%

8.9%

黒字

黒字

10.5%

28.8%

13.04%

18.04%

25%

350%

20%

30%

35%

なし

実質赤字比率 (一般会計などの赤字を示す指標)

連結実質赤字比率 (全会計の赤字を示す指標)

実質公債費比率 (借入金の返済費用の割合を示す指標)

将来負担比率 (一般会計などが将来負担すべき負債の割合を示す指標)

健全化判断比率 29年度 28年度 早期健全化基準 ※1 財政再生基準 ※2

財政の健全化に関する指標
　４指標とも早期健全化基準以下でした。「実質公債費比率」は地方債発行の抑制による公債費の減少などに
より数値が改善しました。「将来負担比率」は特別会計への繰入見込額の減少などにより数値が改善しました。

▲観光振興ビジョンシンポジウム

総務費
57,929円

そのほか
(公債費・災害
 復旧費など)

  73,582円

民生費
135,521円

土木費
81,803円

農林水産業費
67,064円

教育費
29,312円

消防費
11,864円

衛生費
31,857円

267億500万円
(一般会計歳出決算額)

人口54,619人
(H30.3.31現在)

人
口
と
歳
出
決
算
額

内
　
訳
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特 集

水
道
会
計

水
道
会
計

　

昨
年
度
に
続
き
、
10
会
計
す
べ
て
が
収
支

均
衡
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
か

ら
の
繰
出
金
は
、
復
興
事
業
の
完
了
な
ど
で
、

前
年
度
よ
り
21
億
1
，8
0
0
万
円
減
の
40

億
1
，8
0
0
万
円
で
し
た
。
今
後
も
、
安

定
的
な
財
政
運
営
を
図
り
、
健
全
化
に
努
め

ま
す
。特

別
会
計
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

財
政
課
財
政
係
☎
３
５
５
ー
５
８
１
４

特
別
会
計

特
別
会
計

交通事業
国民健康保険事業
魚市場事業
下水道事業
漁業集落排水事業
公共用地先行取得事業
介護保険事業
後期高齢者医療事業
北浜地区復興土地区画整理事業
藤倉地区復興土地区画整理事業
　　　合　計

3億2,200万円
71億5,600万円
2億2,100万円
72億7,100万円

5,400万円
1億4,300万円
52億8,800万円
6億9,300万円
5億3,000万円
1億6,700万円

218億4,500万円

6,100万円
4億4,500万円
5,600万円

18億8,700万円
2,400万円

1億4,300万円
7億5,000万円
1億7,000万円
3億9,600万円
8,600万円

40億1,800万円

3億2,200万円
69億6,400万円
2億2,100万円
71億7,400万円

3,800万円
1億4,300万円
52億8,800万円
6億8,800万円
5億400万円
1億5,900万円
215億100万円

事　　業 歳入決算額 歳出決算額歳入のうち一般
会計からの繰入金

ま
ぐ
介

▲梅の宮浄水場加圧式脱水機

水
道
会
計
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

水
道
部
業
務
課
☎
３
６
４
ー
１
４
１
５

健
全
経
営
の
確
保

収
益
的
収
支（
税
抜
）※

１　

　

収
入
は
15
億
6
，5
5
9
万
円
、
支
出
は

14
億
1
，5
5
3
万
円
で
、
１
億
5
，0
0
6

万
円
の
黒
字
が
生
じ
ま
し
た
。

資
本
的
収
支（
税
込
）※

２　

　

収
入
は
５
億
４
，２
８
４
万
円
、
支
出
は

11
億
８
，０
９
９
万
円
で
、
６
億
３
，８
１
５

万
円
の
資
金
不
足
を
生
じ
ま
し
た
が
、
留
保

資
金
な
ど
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

利
益
剰
余
金　

　

平
成
29
年
度
水
道
事
業
決
算
で
は
利
益
剰

余
金
が
16
億
２
６
６
万
円
で
し
た
。

災
害
に
強
い
水
道
の
整
備

　

水
道
施
設
な
ど
の
災
害
復
旧
工
事
と
し
て
、

平
成
28
年
度
の
繰
越
事
業
で
港
町
二
丁
目
、

藤
倉
一
丁
目
地
区
の
３
路
線（
延
長
１
，９
４

３・９
㍍
）、平
成
29
年
度
事
業
で
藤
倉
一
丁
目
、

新
浜
町一丁
目
地
区
の
２
路
線（
延
長
５
０
２・

１
㍍
）の
配
水
管
敷
設
替
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
安
全
安
心
な
給
水
を
図
る
た
め
の

第
６
次
配
水
管
整
備
事
業
と
し
て
、
月
見
ケ

丘
、
藤
倉
二
丁
目
地
区（
延
長
３
８
４
・
４

㍍
）の
配
水
管
敷
設
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
災
害
に
強
い
水
道
管
路
の
構
築

を
図
る
老
朽
管
更
新
事
業
と
し
て
、
新
富
町
、

東
玉
川
町
・
玉
川
一
丁
目
、
藤
倉
三
丁
目
、

笠
神
四
丁
目
、
下
馬
三
丁
目
地
区
の
５
路
線

（
延
長
１
，５
７
７
・
９
㍍
）の
配
水
管
敷
設

替
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

排
水
処
理
施
設
更
新
事
業
と
し
て
、
梅

の
宮
浄
水
場
で
発
生
す
る
汚
泥
を
脱
水
処

理
す
る
た
め
、
排
水
処
理
施
設
を
２
カ
年

（
平
成
28
〜
29
年
度
）
で
更
新
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
は
、
加
圧
式
脱
水
機
据
付
な

ど
を
実
施
し
完
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
電
気
計
装
類
更
新
事
業
と
し
て
、

梅
の
宮
浄
水
場
お
よ
び
各
配
水
池
の
電
気

計
装
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
工
事
の
詳
細

設
計
を
委
託
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
健
康
で
豊
か
な
生
活
環
境
を
支

え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道
の
安
定

供
給
の
た
め
、
水
道
施
設
の
耐
震
化
や
老

朽
化
し
た
施
設
の
更
新
に
努
め
ま
す
。

シ
オ
ン
ち
ゃ
ん

排
水
処
理
施
設
の
更
新

補てん財源
63,815

その他 1,835 国庫補助金など
18,089

企業債
34,360

災害復旧事業費
23,421

老朽管更新
事業費
17,872

第6次配水管
整備事業費
5,532

水道改良費
5,498 企業債

償還金
39,860

（単位：万円）

収入計
54,284

支出計
118,099

排水処理施設更新
事業費  25,916

水道料金
137,466

そのほか
19,093

減価償却
費など
36,415

維持管理費
24,580

人件費 22,824

そのほか
37,725

（単位：万円）

当年度純利益
15,006

収入計
156,559

支出計
141,553

受水費
20,009

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

水
道
水
を
作
り
、
給
水
す
る
た
め
に
必
要
な

経
費
と
財
源

水
道
施
設
の
建
設
や
水
道
管
な
ど
の
更
新
に

必
要
な
経
費
と
財
源

※

２

※

１
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病
院
会
計

病
院
会
計

病
院
会
計
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

市
立
病
院
業
務
課
経
理
係
☎
３
６
４
ー
５
５
２
１

収益的･資本的収支　前年度比較 決
算
概
要

収
益
的
収
支（
税
抜
）表
①　

　

収
入
総
額
28
億
８
，９
９
４
万
円
、
支
出

総
額
28
億
3
，２
6
4
万
円
で
、平
成
29
年
度

損
益
は
5
，7
3
0
万
円
の
純
利
益
で
し
た
。

資
本
的
収
支（
税
込
）表
②　

　

収
入
総
額
１
億
6
，0
2
3
万
円
、
支
出

総
額
２
億
3
8
9
万
円
で
、不
足
額
４
，３
６

６
万
円
は
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

資本的収支 (設備投資) （単位 ： 万円）

16,023

3,653

12,320

50
20,389
13,176
6,563

630

△4,366

総収入 Ａ 
   一般会計からの
   負担金・補助金
   企業債・
　長期借入金
   国県補助金など
総支出 Ｂ 
   建設改良費
   企業債償還金
   長期借入金
　償還金
差　引 
Ａ－Ｂ

22,039

3,409

18,630

0
27,366
19,294
5,922

2,150

△5,327

△6,016

244

△6,310

50
△6,977
△6,118
641

△1,500

961

29年度 28年度 前年差
収益的収支 (事業運営費)

総収益 ① 

   医業収益

   医業外収益

   特別利益

総費用 ② 

   医業費用

   医業外費用

   特別損失

当年度純利益
 　　 ①－②

291,860

255,637

36,223

0

297,722

288,726

8,370

626

△5,862

△2,866

△8,319

5,452

1

△14,458

△13,015

△1,086

△357

11,592

28年度
288,994

247,318

41,675

1

283,264

275,711

7,284

269

5,730

29年度 前年差
（単位 ： 万円）

藻
し
お
姫

新
改
革
プ
ラ
ン
目
標
の
達
成
状
況

医
療
機
器
整
備
と
施
設
改
良
事
業

地
域
に
貢
献
す
る
病
院
と
し
て
の
活
動

　
「
塩
竈
市
立
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン
」に
基
づ

き
、
医
療
機
能
に
係
る
目
標（※

１
）
と
経
営
の

効
率
化（※

２
）
の
達
成
を
目
指
し
、
収
入
確
保

と
費
用
削
減
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、
一
般
会
計
か
ら
病
院
へ

の
追
加
支
援
が
あ
り
、
新
改
革
プ
ラ
ン
の
目

標
で
あ
る
、
経
常
収
支
黒
字
化
を
達
成
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
新
た
な
不
良
債
務
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
。

主
な
収
入
確
保
の
取
り
組
み

・
転
入
院
患
者
受
入
強
化
対
策
と
し
て
急
性

期
、
高
度
急
性
期
病
院
へ
の
訪
問

・
Ｃ
Ｔ
・
M
R
I
、
腹
部
エ
コ
ー
の
検
査
実

施
時
期
の
案
内
送
付

・
外
来
混
雑
時
の
職
員
に
よ
る
駐
車
場
誘
導

の
実
施

主
な
費
用
削
減
の
取
り
組
み

・
診
療
材
料
な
ど
の
物
流
管
理
業
務
の
委
託

事
業
者
の
見
直
し

・
診
療
材
料
切
り
替
え
に
よ
る
診
療
材
料
費

な
ど
の
削
減

・
検
体
検
査
委
託
業
務
を
院
内
受
託
方
式
か

ら
自
主
購
入
へ
変
更

・
電
力
自
由
化
に
伴
う
電
気
料
契
約
内
容
の

見
直
し

　

診
療
の
効
率
化
を
図
る
た
め
医
療
機
器
を

整
備
し
た
ほ
か
、
快
適
な
療
養
環
境
を
提
供

す
る
た
め
施
設
改
良
を
行
い
ま
し
た
。

医
療
機
器
整
備

大
腸
ス
コ
ー
プ
／
全
自
動
錠
剤
分
包
機
／
ホ

ル
タ
記
録
器
／
汎
用
超
音
波
画
像
診
断
装
置

施
設
改
良

三
階
病
棟
の
G
H
P
エ
ア
コ
ン
改
修
工
事
、

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
設
置
工
事
／
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
更
新

い
の
ち
の
授
業

　

市
内
す
べ
て
の
小
学
校
を
訪
問
し
、
小
学

６
年
生
を
対
象
に
講
演
を
実
施
し
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
サ
ー
ク
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

市
民
向
け
講
座
と
し
て
公
民
館
で
、
理
学

療
法
士
に
よ
る
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

公
開
セ
ミ
ナ
ー

　

誰
で
も
参
加
で
き
る
講
座
を
院
内
ロ
ビ
ー

で
開
催
し
、
医
師
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
身
近

な
病
気
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。

※2  経営の効率化に係る各種数値目標の達成状況 ※1  医療機能に係る各種数値目標の達成状況

１  救急患者受入件数（件/年） 
２  手術件数(件/年） 
３  うち全身麻酔件数（件/年） 
４  内視鏡検査件数（件/年）
５  内視鏡治療件数（件/年）
６  ＣＴ検査件数（件/年）
７  ＭＲＩ検査件数（件/年）
８  在宅復帰率（％）
９  訪問診療件数（件/年）
10 訪問看護件数（件/年）
11 訪問リハビリ件数（件/年） -

救急患者の受入

急性期病棟
の維持

在宅復帰支援

在宅医療の
充実

急性期医療

回復期医療

在宅医療

828
288
188
2,810
272
3,225
1,169
90.4
1,820
2,776
3,132

1,000
240
150
2,800
240
3,240
1,500
80.0
1,600
2,600
3,000

878
221
173
2,797
245
3,392
1,316
89.1 
1,853
2,213
3,115

△122
△19
23
△3
5

152
△184
9.1
253
△387
115

87.8
92.1
115.3
99.9
102.1
104.7
87.7
111.4
115.8
85.1
103.8

医療機能 果たすべき役割 項　　目 H28 目標 Ｈ29 目標差 達成率
（%）

１  病床利用率（％）
２  １日当たりの入院患者数
　　　　　　　　　　（人/日）
３  入院患者１人１日当たり
　  の入院診療単価（円）
４  １日当たりの外来患者数
　　　　　　　　（人/日）
５  外来患者１人１日当たり
　  の外来診療単価（円）
６  紹介患者数（人/年）

７  人間ドック件数（件/年）

８  脳ドック件数（件/年）

９  健康診断件数（件/年）

86.1

138.6

29,820

235.7

12,790

1,456

2,665

215

4,188

93.9 

151.3 

29,105

276.3 

10,800

1,500

2,400

150

4,300

85.4 

137.5 

29,809

236.2 

11,636

1,523

2,748

161

3,932

△ 8.5

△13.8

704

△40.1

836

23

348

11

△368

90.9

90.9

102.4

85.5

107.7

101.5

114.5

107.3

91.4

項　　目 H28 目標 Ｈ29 目標差 達成率
（%）

収
益
確
保

表①表②

▲「いのちの授業」では、緩和医
　療内科医師による講演を実施
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